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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　電流を一方方向に流す電流方向制限手段と、前記電流方向制限手段に並列に接続されて

なる第１スイッチング手段と、前記電流方向制限手段に並列に接続されてなる第２スイッ

チング手段とを備えてなるスイッチング回路であって、

　前記電流方向制限手段が、電源からの電流を阻止する向きに直列接続されている２個の

電流を一方方向に流す電流方向制限素子と、前記電流方向制限素子の間から取り出されて

いる出力部とを有し、

　前記第１スイッチング手段が、スイッチ素子と、該スイッチ素子の下流に電源からの電

流を阻止する向きに接続されている電流を一方方向に流す電流方向制限素子とを有し、

　前記第２スイッチング手段が、電源からの電流を阻止する向きに接続されている電流を

一方方向に流す電流方向制限素子と、該電流方向制限素子の下流に接続されているスイッ

チ素子とを有し、

　前記第１スイッチング手段に関係した第１スイッチ側ローパスフィルターおよび前記第

２スイッチング手段に関係した第２スイッチ側ローパスフィルターが設けられ、前記第１

および第２ローパスフィルターの協働により出力端における電圧変化率が低減されてなる

ことを特徴とするスイッチング回路。

【請求項２】

　前記ローパスフィルターが、スイッチング手段のスイッチ素子と電流方向制限素子との

間に一端が接続され、前記電流方向制限手段の電流方向制限素子と出力部との間に他端が
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接 続 さ れ た コ イ ル と 、 出 力 部 に バ イ パ ス 接 続 さ れ た コ ン デ ン サ と か ら な る フ ィ ル タ ー で あ

る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の ス イ ッ チ ン グ 回 路 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 ス イ ッ チ 素 子 が ト ラ ン ジ ス タ と さ れ 、 前 記 電 流 方 向 制 限 素 子 が ダ イ オ ー ド ま た は ト

ラ ン ジ ス タ と さ れ て な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の ス イ ッ チ ン グ 回 路 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 ０ ０ ０ １ 】

【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】

本 発 明 は ス イ ッ チ ン グ 回 路 に 関 す る 。 さ ら に 詳 し く は 、 ス イ ッ チ の オ ン ・ オ フ の 際 に お け

る 出 力 端 か ら の 放 出 ノ イ ズ が 低 減 さ れ て な る ス イ ッ チ ン グ 回 路 に 関 す る 。

【 ０ ０ ０ ２ 】

【 従 来 の 技 術 】

従 来 よ り 、 モ ー タ な ど の 負 荷 を 双 方 向 駆 動 と す る た め 、 図 ７ に 示 す よ う に ト ラ ン ジ ス タ を

用 い た 無 接 点 ス イ ッ チ （ 以 下 、 単 に ス イ ッ チ と い う ） を 直 列 接 続 し た ス イ ッ チ ン グ 回 路 が

用 い ら れ て い る 。 図 ８ は そ の ス イ ッ チ ン グ 回 路 の ス イ ッ チ ｓ の 動 作 特 性 を 模 式 的 に 示 す も

の で あ る 。 こ の ス イ ッ チ ｓ は 、 通 常 、 制 御 装 置 （ 図 示 省 略 ） か ら の ト リ ガ ー に よ り オ ン ま

た は オ フ さ れ て い る が 、 図 ８ か ら わ か る よ う に 、 回 路 を 流 れ る 電 流 は ト リ ガ ー が 入 力 さ れ

て か ら 所 定 時 間 経 過 後 、 い わ ゆ る 過 渡 状 態 を 経 て 所 定 値 に 到 達 す る 。 ま た 、 オ フ 時 に お い

て も 同 様 に 、 過 渡 状 態 を 経 て ゼ ロ と な る 。 そ の た め 、 図 ７ に 示 す 回 路 に お い て は 、 ス イ ッ

チ ｓ 1 を オ フ し 、 続 け て ス イ ッ チ ｓ 2 を オ ン し た 場 合 に は 、 ス イ ッ チ ｓ 1 が 完 全 に オ フ し て

い な い 時 点 で ス イ ッ チ ｓ 2 が オ ン さ れ る お そ れ が あ る と こ ろ か ら 、 制 御 装 置 （ 図 示 省 略 ）

に デ ィ レ イ タ イ マ ー が 設 け ら れ て 両 方 の ス イ ッ チ ｓ 1 ， ｓ 2 が 同 時 に オ ン し な い よ う に さ れ

て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

し か し な が ら 、 各 ス イ ッ チ ｓ 1 ， ｓ 2 に は 特 性 の バ ラ ツ キ が あ る 等 の 理 由 に よ り こ の デ ィ レ

イ タ イ マ ー の 設 定 が 難 し く 、 理 想 的 に 両 方 の ス イ ッ チ ｓ 1 ， ｓ 2 を 切 換 え る の が 事 実 上 不 可

能 で あ る と い う 問 題 が あ る 。 ま た 、 図 ７ に 示 す 回 路 に お い て は ス イ ッ チ ン グ 時 の 損 失 を 低

減 す る た め 、 Ｔ O N ま た は Ｔ O F F を 短 く す る と 出 力 端 の 電 圧 変 化 率 が 大 き く な り 、 放 出 ノ イ

ズ が 増 大 す る と い う 問 題 も あ る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

こ の た め 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 ス イ ッ チ ｓ 1 ， ｓ 2 の 出 力 側 に Ｌ Ｃ フ ィ ル タ ー を 設 け て 出 力

端 の 電 圧 変 化 率 を 低 減 す る よ う な 回 路 も 提 案 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

し か し な が ら 、 図 ９ に 示 さ れ て い る 回 路 に お い て は 、 電 源 か ら 図 １ ０ （ ａ ） に 示 す よ う な

パ ル ス 状 の 電 圧 が 供 給 さ れ た 場 合 、 出 力 端 の 電 圧 が 図 １ ０ （ ｂ ） に 模 式 的 に 示 す よ う に 振

動 す る た め 、 電 圧 の 振 幅 が 拡 大 し か つ 電 圧 が 振 動 す る の で 、 外 部 へ 放 出 さ れ る 雑 音 エ ネ ル

ギ ー も 大 き く な る と い う 問 題 が あ る 。 そ れ に 加 え 、 電 圧 が 振 動 す る 結 果 、 モ ー タ 等 の 負 荷

の 動 作 安 定 性 を 損 な う と い う 問 題 も あ る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

本 発 明 は か か る 従 来 技 術 の 課 題 に 鑑 み な さ れ た も の で あ っ て 、 モ ー タ な ど の 負 荷 を 安 定 し

て 双 方 向 駆 動 と な し 得 る ス イ ッ チ ン グ 回 路 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

　 本 発 明 の ス イ ッ チ ン グ 回 路 は 、 電 流 を 一 方 方 向 に 流 す 電 流 方 向 制 限 手 段 と 、 前 記 電 流 方

向 制 限 手 段 に 並 列 に 接 続 さ れ て な る 第 １ ス イ ッ チ ン グ 手 段 と 、 前 記 電 流 方 向 制 限 手 段 に 並

列 に 接 続 さ れ て な る 第 ２ ス イ ッ チ ン グ 手 段 と を 備 え て な る ス イ ッ チ ン グ 回 路 で あ っ て 、 前

記 電 流 方 向 制 限 手 段 が 、 電 源 か ら の 電 流 を 阻 止 す る 向 き に 直 列 接 続 さ れ て い る ２ 個 の 電 流

を 一 方 方 向 に 流 す 電 流 方 向 制 限 素 子 と 、 前 記 電 流 方 向 制 限 素 子 の 間 か ら 取 り 出 さ れ て い る

出 力 部 と を 有 し 、 前 記 第 １ ス イ ッ チ ン グ 手 段 が 、 ス イ ッ チ 素 子 と 、 該 ス イ ッ チ 素 子 の 下 流
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に 電 源 か ら の 電 流 を 阻 止 す る 向 き に 接 続 さ れ て い る 電 流 を 一 方 方 向 に 流 す 電 流 方 向 制 限 素

子 と を 有 し 、 前 記 第 ２ ス イ ッ チ ン グ 手 段 が 、 電 源 か ら の 電 流 を 阻 止 す る 向 き に 接 続 さ れ て

い る 電 流 を 一 方 方 向 に 流 す 電 流 方 向 制 限 素 子 と 、 該 電 流 方 向 制 限 素 子 の 下 流 に 接 続 さ れ て

い る ス イ ッ チ 素 子 と を 有 し 、 前 記 第 １ ス イ ッ チ ン グ 手 段 に 関 係 し た 第 １ ス イ ッ チ 側 ロ ー パ

ス フ ィ ル タ ー お よ び 前 記 第 ２ ス イ ッ チ ン グ 手 段 に 関 係 し た 第 ２ ス イ ッ チ 側 ロ ー パ ス フ ィ ル

タ ー が 設 け ら れ 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ ロ ー パ ス フ ィ ル タ ー の 協 働 に よ り 出 力 端 に お け る 電

圧 変 化 率 が 低 減 さ れ て な る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

本 発 明 の ス イ ッ チ ン グ 回 路 に お い て は 、 前 記 ロ ー パ ス フ ィ ル タ ー は 、 例 え ば ス イ ッ チ ン グ

手 段 の ス イ ッ チ 素 子 と 電 流 方 向 制 限 素 子 と の 間 に 一 端 が 接 続 さ れ 、 前 記 電 流 方 向 制 限 手 段

の 電 流 方 向 制 限 素 子 と 出 力 部 と の 間 に 他 端 が 接 続 さ れ た コ イ ル と 、 出 力 部 に バ イ パ ス 接 続

さ れ た コ ン デ ン サ と か ら な る フ ィ ル タ ー と さ れ る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

ま た 、 前 記 ス イ ッ チ 素 子 は 、 例 え ば ト ラ ン ジ ス タ と さ れ 、 前 記 電 流 方 向 制 限 素 子 は 、 例 え

ば ダ イ オ ー ド ま た は ト ラ ン ジ ス タ と さ れ る 。

【 ０ ０ １ １ 】

【 作 用 】

本 発 明 の ス イ ッ チ ン グ 回 路 は 前 記 の ご と く 構 成 さ れ て い る の で 、 出 力 端 の 電 圧 変 化 率 が 小

さ く な る 。 そ の た め 、 放 出 ノ イ ズ が 小 さ く な り 、 モ ー タ な ど の 負 荷 の 動 作 が 安 定 す る 。 ま

た 、 基 本 的 な 回 路 構 成 は 従 来 の ス イ ッ チ ン グ 回 路 と 同 様 で あ る の で 、 従 来 の ス イ ッ チ ン グ

用 の シ ー ケ ン ス あ る い は 制 御 プ ロ グ ラ ム を そ の ま ま 用 い る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

ロ ー パ ス フ ィ ル タ ー に 、 ス イ ッ チ ン グ 手 段 の ス イ ッ チ 素 子 と 電 流 方 向 制 限 素 子 と の 間 に 一

端 が 接 続 さ れ 、 電 流 方 向 制 限 手 段 の 電 流 方 向 制 限 素 子 と 出 力 部 と の 間 に 他 端 が 接 続 さ れ た

コ イ ル が 用 い ら れ て い る 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 の 形 態 に お い て は 、 第 １ ス イ ッ チ ン グ 手 段

の ス イ ッ チ 素 子 に 関 係 さ せ て 設 け ら れ た コ イ ル と 、 第 ２ ス イ ッ チ ン グ 手 段 の ス イ ッ チ 素 子

に 関 係 さ せ て 設 け ら れ た コ イ ル の 協 働 に よ り 急 激 な 電 流 変 化 が 抑 制 さ れ る の で 、 ス イ ッ チ

素 子 の 切 換 え の シ ー ケ ン ス は 厳 密 さ を 要 求 さ れ な く な り 、 ス イ ッ チ ン グ 用 シ ー ケ ン ス あ る

い は 制 御 プ ロ グ ラ ム は 現 状 の も の よ り も 簡 易 な も の で も よ く な る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

【 発 明 の 実 施 の 形 態 】

以 下 、 添 付 図 面 を 参 照 し な が ら 本 発 明 を 実 施 の 形 態 に 基 づ い て 説 明 す る が 、 本 発 明 は か か

る 実 施 の 形 態 の み に 限 定 さ れ る も の で は な い 。

【 ０ ０ １ ４ 】

本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 の ス イ ッ チ ン グ 回 路 を 図 １ に 示 し 、 こ の ス イ ッ チ ン グ 回 路 Ａ は 第 １

ス イ ッ チ Ｓ Ｗ 1 と こ の 第 １ ス イ ッ チ Ｓ Ｗ 1 か ら の 電 流 を 阻 止 す る 向 き に 接 続 さ れ て い る 第 １

ダ イ オ ー ド Ｄ 1 と を 有 す る 第 １ 枝 路 （ 第 １ ス イ ッ チ ン グ 手 段 ） １ と 、 電 源 Ｅ か ら の 電 流 Ｉ

を 阻 止 す る 向 き に 設 け ら れ て い る 第 ２ ダ イ オ ー ド Ｄ 2 と こ の 第 ２ ダ イ オ ー ド Ｄ 2 に 接 続 さ れ

て い る 第 ２ ス イ ッ チ Ｓ Ｗ 2 と を 有 す る 第 ２ 枝 路 （ 第 ２ ス イ ッ チ ン グ 手 段 ） ２ と 、 電 源 Ｅ か

ら の 電 流 Ｉ を 阻 止 す る 向 き に 直 列 接 続 さ れ て い る 第 ３ ダ イ オ ー ド Ｄ 3 と 第 ４ ダ イ オ ー ド Ｄ 4

と を 有 す る 第 ３ 枝 路 （ 電 流 を 一 方 方 向 に 流 す 電 流 方 向 制 限 手 段 ） ３ と を 並 列 接 続 し 、 そ し

て こ の 第 ３ 枝 路 ３ の 第 ３ ダ イ オ ー ド Ｄ 3 と 第 ４ ダ イ オ ー ド Ｄ 4 間 に 出 力 端 子 Ｏ を 有 す る 出 力

部 ４ を 設 け て 主 回 路 を 構 成 す る と と も に 、 こ の 主 回 路 に 一 端 が 第 １ 枝 路 １ の 第 １ ス イ ッ チ

Ｓ Ｗ 1 と 第 １ ダ イ オ ー ド Ｄ 1 間 に 接 続 さ れ 、 他 端 が 第 ３ 枝 路 ３ の 第 ３ ダ イ オ ー ド Ｄ 3 と 出 力

部 ４ 間 に 接 続 さ れ て い る 第 １ コ イ ル Ｌ 1 と 、 一 端 が 第 ２ 枝 路 ２ の 第 ２ ス イ ッ チ Ｓ Ｗ 2 と 第 ２

ダ イ オ ー ド Ｄ 2 間 に 接 続 さ れ 、 他 端 が 第 ３ 枝 路 ３ の 出 力 部 ４ と 第 ４ ダ イ オ ー ド Ｄ 4 間 に 接 続

さ れ て い る 第 ２ コ イ ル Ｌ 2 と 、 出 力 部 ４ の 配 線 に バ イ パ ス 接 続 さ れ て い る コ ン デ ン サ Ｃ と

を 設 け て な る も の で あ る 。 つ ま り 、 並 列 接 続 さ れ て い る 各 ス イ ッ チ に 関 連 さ せ て 設 け ら れ

て い る ２ 個 の コ イ ル と 出 力 部 に 関 係 さ せ て 設 け ら れ て い る コ ン デ ン サ と か ら な る 一 種 の ロ

ー パ ス フ ィ ル タ ー を 設 け て な る も の で あ る 。 こ こ で ス イ ッ チ Ｓ Ｗ に は 、 例 え ば ト ラ ン ジ ス
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タ が 用 い ら れ る 。 ま た 、 ダ イ オ － ド Ｄ に 代 え て ト ラ ン ジ ス タ が 用 い ら れ て も よ い 。

【 ０ ０ １ ５ 】

次 に 、 図 ２ ～ 図 ６ を 参 照 し な が ら 、 か か る 構 成 と さ れ て い る ス イ ッ チ ン グ 回 路 Ａ の 動 作 に

つ い て 説 明 す る 。 な お 、 図 ２ ～ 図 ６ 中 、 符 号 ▲ １ ▼ ～ ▲ ４ ▼ は 電 流 の 流 れ 方 向 を 示 す 。

【 ０ ０ １ ６ 】

（ １ ） 第 １ ス イ ッ チ Ｓ Ｗ 1 を オ ン す る （ 図 ２ 参 照 ） 。

【 ０ ０ １ ７ 】

（ ２ ） 第 １ ス イ ッ チ Ｓ Ｗ 1 が オ ン さ れ る と 、 電 流 Ｉ は 第 １ ス イ ッ チ Ｓ Ｗ 1 、 第 １ コ イ ル Ｌ 1

を 通 っ て 出 力 端 子 Ｏ か ら 負 荷 に 供 給 さ れ る と と も に 、 コ ン デ ン サ Ｃ を 充 電 す る 。 そ し て 、

第 １ コ イ ル Ｌ 1 の 第 １ 枝 路 １ と の 接 続 端 電 位 Ｖ 1 は 第 １ ス イ ッ チ Ｓ Ｗ 1 が オ ン さ れ る と 電 源

電 圧 Ｖ E に ま で 上 昇 し 、 第 １ ス イ ッ チ Ｓ Ｗ 1 が オ フ さ れ る ま で そ の 電 位 Ｖ E が 維 持 さ れ る 。

第 ２ コ イ ル Ｌ 2 の 第 ２ 枝 路 ２ と の 接 続 端 電 位 Ｖ 2 は 第 ２ ス イ ッ チ Ｓ Ｗ 2 が オ フ さ れ る と 第 ２

コ イ ル Ｌ 2 の 逆 起 電 力 ｅ 2 の た め 電 源 電 圧 Ｖ E に ま で 上 昇 す る が 、 一 定 時 間 経 過 す る と 第 ２

コ イ ル Ｌ 2 の 逆 起 電 力 ｅ 2 が 消 滅 す る た め に 降 下 し 、 ま た そ の 間 に 第 ２ ス イ ッ チ Ｓ Ｗ 2 を 流

れ る 電 流 Ｉ 2 は 所 定 値 Ｉ K か ら ゼ ロ ま で 降 下 す る 。 第 １ ス イ ッ チ Ｓ Ｗ 1 を 流 れ る 電 流 Ｉ 1 は 、

第 １ ス イ ッ チ Ｓ Ｗ 1 が オ ン さ れ た 直 後 に 所 定 値 Ｉ L ま で 上 昇 す る 。 （ 図 ２ お よ び 図 ６ ▲ １ ▼

参 照 ）

【 ０ ０ １ ８ 】

（ ３ ） 第 １ ス イ ッ チ Ｓ Ｗ 1 が オ ン さ れ て か ら の 過 渡 状 態 の 間 は 、 第 ２ コ イ ル Ｌ 2 の 第 ２ 枝 路

２ と の 接 続 端 電 位 Ｖ 2 は 、 前 述 し た よ う に 第 ２ コ イ ル Ｌ 2 の 逆 起 電 力 ｅ 2 が 消 滅 す る た め に

一 時 的 に 降 下 す る が 、 Ｖ 3 の 電 圧 の 変 化 に 合 わ せ て そ の 後 徐 々 に 電 源 電 圧 Ｖ E に ま で 復 帰 す

る 。 出 力 端 子 Ｏ の 電 圧 Ｖ 3 お よ び 電 流 Ｉ 3 は 第 １ コ イ ル Ｌ 1 、 コ ン デ ン サ Ｃ お よ び 負 荷 に よ

り 定 ま る 時 定 数 に し た が っ て 電 源 電 圧 Ｖ E お よ び 所 定 値 Ｉ S ま で 上 昇 す る 。 第 １ ス イ ッ チ Ｓ

Ｗ 1 を 流 れ る 電 流 Ｉ 1 は コ ン デ ン サ Ｃ が 充 電 さ れ て い る 間 所 定 の 時 定 数 で 上 昇 す る 。 （ 図 ２

お よ び 図 ６ ▲ １ ▼ 参 照 ）

【 ０ ０ １ ９ 】

（ ４ ） 第 １ ス イ ッ チ Ｓ Ｗ 1 が オ ン さ れ て か ら の 過 渡 状 態 が 終 了 す る と 、 第 ２ コ イ ル Ｌ 2 の 第

２ 枝 路 ２ と の 接 続 端 電 位 Ｖ 2 は 、 電 源 電 圧 Ｖ E に 維 持 さ れ 、 出 力 端 子 Ｏ の 電 圧 Ｖ 3 お よ び 電

流 Ｉ 3 は と も に 電 源 電 圧 Ｖ E お よ び 所 定 値 Ｉ S に 維 持 さ れ る 。 第 １ ス イ ッ チ Ｓ Ｗ 1 を 流 れ る 電

流 Ｉ 1 は コ ン デ ン サ Ｃ を 充 電 し て い た 電 流 が ゼ ロ と な る た め 所 定 値 Ｉ S に 維 持 さ れ る 。 （ 図

３ お よ び 図 ６ ▲ ２ ▼ 参 照 ）

【 ０ ０ ２ ０ 】

（ ５ ） 第 １ ス イ ッ チ Ｓ Ｗ 1 を オ フ す る と と も 第 ２ ス イ ッ チ Ｓ Ｗ 2 を オ ン す る （ 図 ４ 参 照 ） 。

【 ０ ０ ２ １ 】

（ ６ ） 第 １ ス イ ッ チ Ｓ Ｗ 1 が オ フ さ れ 、 第 ２ ス イ ッ チ Ｓ Ｗ 2 が オ ン さ れ る と 、 第 １ コ イ ル Ｌ

1 の 第 １ 枝 路 １ と の 接 続 端 電 位 Ｖ 1 は 第 １ ス イ ッ チ Ｓ Ｗ 1 が オ フ さ れ る と ゼ ロ に 降 下 し 、 そ

れ が 一 定 時 間 維 持 さ れ る 。 第 ２ コ イ ル Ｌ 2 の 第 ２ 枝 路 ２ と の 接 続 端 電 位 Ｖ 2 は 第 ２ ス イ ッ チ

Ｓ Ｗ 2 が オ ン さ れ る と 同 時 に ゼ ロ と な り 、 出 力 端 子 Ｏ の 電 圧 Ｖ 3 お よ び 電 流 Ｉ 3 は と も に 第

１ コ イ ル Ｌ 1 の 逆 起 電 力 ｅ 1 に よ り 一 定 時 間 電 源 電 圧 Ｖ E お よ び 所 定 値 Ｉ S に 維 持 さ れ る 。 第

２ ス イ ッ チ Ｓ Ｗ 2 を 流 れ る 電 流 Ｉ 2 は 所 定 の 時 定 数 で 増 加 す る 。 （ 図 ４ お よ び 図 ６ ▲ ３ ▼ 参

照 ）

【 ０ ０ ２ ２ 】

（ ７ ） 第 １ ス イ ッ チ Ｓ Ｗ 1 が オ フ さ れ 、 第 ２ ス イ ッ チ Ｓ Ｗ 2 が オ ン さ れ て か ら 一 定 時 間 が 経

過 す る と 、 第 １ コ イ ル Ｌ 1 の 第 １ 枝 路 １ と の 接 続 端 電 位 Ｖ 1 は 第 １ コ イ ル Ｌ 1 の 逆 起 電 力 ｅ 1

に よ り 一 端 上 昇 す る が 、 第 １ コ イ ル Ｌ 1 の 逆 起 電 力 ｅ 1 が 徐 々 に 減 少 す る の で 次 第 に 減 少 し

、 最 終 的 に は ゼ ロ と な る 。 第 ２ コ イ ル の 第 ２ 枝 路 と の 接 続 端 電 位 Ｖ 2 は ゼ ロ に 維 持 さ れ る

。 出 力 端 子 Ｏ の 電 圧 Ｖ 3 お よ び 電 流 Ｉ 3 は と も に コ ン デ ン サ Ｃ の 電 荷 が 減 少 す る の で 次 第 に

減 少 し 、 最 終 的 に は ゼ ロ と な る 。 第 ２ ス イ ッ チ Ｓ Ｗ 2 を 流 れ る 電 流 Ｉ 2 は 所 定 の 時 定 数 で 増

加 し つ づ け る 。 （ 図 ５ お よ び 図 ６ ▲ ４ ▼ 参 照 ）

【 ０ ０ ２ ３ 】
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こ の よ う に 、 こ の 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 ス イ ッ チ 切 換 え の 際 の 電 圧 変 化 率 が 小 さ く な る た

め 、 放 出 ノ イ ズ が 著 し く 低 減 さ れ る 。 そ の 結 果 、 モ ー タ な ど の 負 荷 の 動 作 が 安 定 す る 。 ま

た 、 こ の 実 施 の 形 態 で は 基 本 的 な 回 路 構 成 は 従 来 と 同 様 と さ れ て い る の で 、 従 来 の ス イ ッ

チ ン グ 回 路 に 用 い ら れ た シ ー ケ ン ス や 制 御 プ ロ グ ラ ム が そ の ま ま 適 用 で き る こ と の 他 、 第

１ コ イ ル と 第 ２ コ イ ル と の 協 働 に よ り 急 激 な 電 流 変 化 が 抑 制 さ れ る の で 、 ス イ ッ チ 素 子 の

切 換 え の シ ー ケ ン ス は 厳 密 さ を 要 求 さ れ な く な り 、 ス イ ッ チ ン グ 用 シ ー ケ ン ス あ る い は 制

御 プ ロ グ ラ ム は 現 状 の も の よ り も 簡 易 な も の と す る こ と も で き る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

な お 、 こ の 実 施 の 形 態 で は 第 １ ス イ ッ チ に 関 係 さ せ て 設 け ら れ た コ イ ル と 出 力 部 に 関 係 さ

せ て 設 け ら れ た コ ン デ ン サ と か ら な る 一 種 の ロ ー パ ス フ ィ ル タ ー と 、 第 ２ ス イ ッ チ に 関 係

さ せ て 設 け ら れ た コ イ ル と 出 力 部 に 関 係 さ せ て 設 け ら れ た コ ン デ ン サ と か ら な る 一 種 の ロ

ー パ ス フ ィ ル タ ー と の 協 働 に よ り 出 力 端 子 の 電 圧 変 化 率 が 低 減 さ れ る の で 、 こ の ロ ー パ ス

フ ィ ル タ ー の 組 合 せ た も の が 出 力 端 子 の 電 圧 変 化 率 低 減 手 段 を 構 成 し て い る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

【 発 明 の 効 果 】

以 上 詳 述 し た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば ス イ ッ チ 切 換 え の 際 の 電 圧 変 化 率 が 小 さ く な る た め

、 放 出 ノ イ ズ が 著 し く 低 減 さ れ 、 そ の 結 果 モ ー タ な ど の 負 荷 の 動 作 が 安 定 す る と い う 優 れ

た 効 果 が 得 ら れ る 。 ま た 、 基 本 的 な 回 路 構 成 は 従 来 の ス イ ッ チ ン グ 回 路 と 同 様 と さ れ て い

る の で 、 従 来 か ら 用 い ら れ た シ ー ケ ン ス や 制 御 プ ロ グ ラ ム が そ の ま ま 適 用 で き る と い う 優

れ た 効 果 も 得 ら れ る 。 こ の こ と に よ り 、 既 存 の ス イ ッ チ ン グ 回 路 を 本 発 明 の ス イ ッ チ ン グ

回 路 に 容 易 に 置 き 換 え る こ と が で き る と い う 効 果 も 得 ら れ る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

さ ら に 、 各 ス イ ッ チ 素 子 に 関 係 さ れ て 設 け ら れ た コ イ ル の 協 働 に よ り 急 激 な 電 流 変 化 が 抑

制 さ れ る 本 発 明 の 好 ま し い 形 態 に よ れ ば 、 ス イ ッ チ ン グ 用 シ ー ケ ン ス あ る い は 制 御 プ ロ グ

ラ ム が 現 状 の も の よ り も 簡 略 化 で き る と い う 優 れ た 効 果 も 得 ら れ る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 図 １ 】 本 発 明 の ス イ ッ チ ン グ 回 路 の 一 実 施 の 形 態 の 回 路 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 同 回 路 の 動 作 説 明 図 で あ っ て 、 第 １ ス イ ッ チ が オ ン さ れ て か ら の 過 渡 状 態 を 示 す

。

【 図 ３ 】 同 動 作 説 明 図 で あ っ て 、 第 １ ス イ ッ チ が オ ン に お け る 定 常 状 態 を 示 す 。

【 図 ４ 】 同 動 作 説 明 図 で あ っ て 、 第 １ ス イ ッ チ が オ フ さ れ る と と も に 第 ２ ス イ ッ チ が オ ン

さ れ た 過 渡 状 態 の 前 半 部 を 示 す 。

【 図 ５ 】 同 過 渡 状 態 の 後 半 部 を 示 す 。

【 図 ６ 】 同 回 路 の 各 部 の 電 圧 お よ び 電 流 変 化 を 模 式 的 に 示 し た グ ラ フ で あ る 。

【 図 ７ 】 従 来 の ス イ ッ チ ン グ 回 路 の 回 路 図 で あ る 。

【 図 ８ 】 同 回 路 に お け る ス イ ッ チ の 動 作 説 明 図 で あ る 。

【 図 ９ 】 図 ８ に 示 す 回 路 に お い て 出 力 側 に Ｌ Ｃ フ ィ ル タ ー が 設 け ら れ た も の の 回 路 図 で あ

る 。

【 図 １ ０ 】 同 回 路 に ス テ ッ プ 入 力 が な さ れ た 場 合 の 出 力 電 圧 の 変 化 を 模 式 的 に 示 す グ ラ フ

で あ る 。

【 符 号 の 説 明 】

１ 　 　 　 　 　 第 １ 枝 路

２ 　 　 　 　 　 第 ２ 枝 路

３ 　 　 　 　 　 第 ３ 枝 路

４ 　 　 　 　 　 出 力 部

Ａ 　 　 　 　 　 ス イ ッ チ ン グ 回 路

Ｓ Ｗ 　 　 　 　 ス イ ッ チ

Ｄ 　 　 　 　 　 ダ イ オ ー ド

Ｌ 　 　 　 　 　 コ イ ル

Ｅ 　 　 　 　 　 電 源
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Ｉ 　 　 　 　 　 電 流

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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